公共政策フォーラム2016 in 津南の開催について
公共政策フォーラム委員長　小森　岳史
　
2016年度の公共政策フォーラムは、「みんな雪のおかげ」というテーマで、9月24日（土）・25日（日）の2日間、新潟県津南町を会場として開催いたします。24日は学生コンペと交流会を、また、25日はコンペの優秀グループによる発表、体験型のイベントを予定しています。

　学生を対象とした政策コンペにつきましては、下記の要領で開催しますので、会員の皆様のゼミ等でのご指導に活用いただき、多数のご応募をお待ちしています。

　なお、25日の体験型イベントにつきましては、詳細が決まりましたら学会ホームページで公表するとともに会報でお知らせする予定です。
◆学生コンペの概要
１　テーマ「みんな雪のおかげ」
津南町の人口は、昭和30年の21,909人をピークに、その後は減少を続けており平成22年の国勢調査では10,881人となっています。また、年齢3区分別人口割合では、年少人口が11％、生産年齢人口割合が52％、老年人口割合が37％であり超高齢社会となっています。さらに国立社会保障人口問題研究所の将来推計では、平成52年の当町の人口は6,670人まで減少すると推計され、消滅可能性都市の一つに挙げられました。
　この人口減少・人口流出・少子高齢化は、当町の基幹産業である農業にも影響を与えています。当町の農業は稲作（魚沼産コシヒカリ）と畑作並びに畜産との複合経営が中心ですが、後継者不足が顕著であり、担い手の確保・育成が課題となっています。
　また、人口減少・人口流出の要因の一つとして考えられるものに「雪」が挙げられます。津南町は日本有数の豪雪地帯であり、最大積雪量は平地でも３ｍを超え、山間地は４～５ｍになります。降雪期間は交通網を確保するため、大型除雪機械による除雪作業が明け方から行われています。地域住民も日々生活圏の除雪作業に追われ、住民にとって雪は「やっかいもの」という意識が根強くあります。しかしながら、この地域で生活していくには、「雪」は切っても切れない生活環境の一部であると共に「雪」によって古くから築かれた歴史・文化・知恵があります。
観光分野では、ニュー・グリーンピア津南を中心にスキーやスノーボード、スノーシューなどのウィンタースポーツが盛んです。農業分野では、雪下にんじんの栽培やにんじんジュースの販売がされており、野菜を保存する雪室の活用も研究が進んでいます。その他の産業分野では、雪冷熱を活用した新潟県のデータセンターの試験誘致が決まり、平成28年度に事業化される予定です。雇用面では、町道を中心とした除雪作業員の雇用が確保されています。また当町は、平成26年12月に長野県栄村にまたがる地域の「苗場山麓ジオパーク」が日本ジオパーク認定を受け、今後、農業・観光・教育など様々な面での活用が期待されています。このような「雪」の利活用は現在なされていますが、今後さらに発展的な利活用が求められています。
　降雪地域において、「雪」という自然資源を利活用する政策を創り出すことで、「雪＝デメリット」から「雪＝メリット」へ発想転換し、『みんな雪のおかげ』で人口減少・人口流出などの課題解決や、農業・観光振興、雇用の創出など様々な施策を見出す可能性を秘めていると考えます。
　今回の学生による政策コンペにおいては、「雪」を利活用した農業・観光振興、人口増加（交流人口拡大）、雇用の創出、少子高齢化社会への対応などについて、学生諸君の様々な視点からの現状分析と事例研究等に基づく、津南町をはじめとした地方の降雪地域への政策提言を望むものです。


【参考1】津南町の計画等

○津南町総合振興計画　基本構想・前期基本計画

（http://www.town.tsunan.niigata.jp/soshiki/somu/kihonkoso.html）
※現在、第5次後期基本計画を策定中（4月以降に町ホームページに掲載予定）
○津南町まち・ひと・しごと創生総合戦略
　　　　　　　　※現在、策定中（3月末までに町ホームページ掲載予定）
○津南町人口ビジョン

　　　　　　　　※現在、策定中（3月末に町ホームページ掲載予定）

【参考2】広報誌・情報等

○津南町広報誌「広報つなん」（http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/koho/）
○津南町議会だより（http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/gikai/list40-164.html）
○町勢要覧（http://www.town.tsunan.niigata.jp/soshiki/somu/yoran.html）

○降雪積雪情報（http://www.town.tsunan.niigata.jp/soshiki/kensetsu/yuki-joho.html）
【参考3】町内公共施設

　　　　　○津南町公民館（http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/kyoiku/kominkan.html）
○津南町公民館図書室（http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/kyoiku/toshoshitsu.html）

○津南町総合センター・中津川運動公園

（http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/kyoiku/sogocenter-riyo.html）
○農と縄文の体験実習館なじょもん（http://www.najomon.com/page_top/）
○津南町衛生施設組合（http://www.town.tsunan.niigata.jp/soshiki/chiikieisei/）
○津南病院（http://www.town.tsunan.niigata.jp/site/hospital/）
○津南町観光協会（http://tsunan.info/page_top/top.php）
【参考4】出版物等資料

津南町史、津南学　　※フォーラム事務局へお問い合わせください。

【参考5】地元新聞社
○妻有新聞社（http://www.t-shinbun.com/）
○新潟日報社（http://www.niigata-nippo.co.jp/）
【参考6】検索エンジン例
津南町、（越後）妻有、中魚沼、秋山郷、信濃川、中津川、千曲川、清津川、苗場山、
苗場山麓ジオパーク、スカイランタン、ひまわり畑、竜ヶ窪、なじょもん、雪下にんじん、雪下にんじんジュース、津南町認証米、津南の天然水、雪国観光圏
２　会場
　　ニュー・グリーンピア津南（http://www.new-greenpia.com/）
　　
３　コンペ実施日

9月24日（土）（開始時間は、応募チーム数を勘案して決めます。）

優秀賞受賞チームによる発表を、9月25日（日）に行います。（2日目の内容により変更有り）
４　コンペのリハーサル
9月23日（金）午前10時～午後9時の間、本番会場でコンペのリハーサルができます。
　　ただし、リハーサルを希望するチームは前泊すること（2泊3日）が条件になります。
　　○リハーサルスケジュールは、各チームの希望を基に事務局で割り振ります。

　　○リハーサル時間は、希望チーム数によりますが、概ね1チーム30分程度とします。

　　○リハーサル希望チームは、別紙1「学生コンペ参加申込書」により事務局へお申し込みください。
５　応募方法など

（１）応募
コンペの応募は、1ゼミ1チームとします。
この政策コンペは、学部生を対象としたものです。（大学院生は参加不可）
参加を希望されるチームは、別紙1「学生コンペ参加申込書」を事務局へ提出ください。
応募締切は6月16日（木）17：00（必着）です。
　　　※E-mailで応募の場合は、件名に「公共政策フォーラム参加申込み」と表記してください。
（２）応募後の提出資料

応募以後、以下を電子メールにより提出していただく予定ですので準備をお願いします。

①要約（小論文）の提出：9月上旬頃までに1万字程度（図表含む）の小論文を提出
②当日発表資料の提出：パワーポイント資料を開催の直前に提出
（３）応募ゼミが多数の場合は、カテゴリーなどを参考に審査を分割して行う場合がありますので、あらかじめご了承ください。
６　宿泊等について

宿泊先：原則、ニュー・グリーンピア津南への宿泊とします。
申込方法：別紙2「宿泊等申込書」により、ニュー・グリーンピア津南へお申し込みください。
宿泊料金：①2泊3日（9/23～25）：19,000円（諸税込）※23日夕食、24日朝食・交流会、25日朝食
②1泊2日（9/24～25）：10,000円（諸税込）※24日交流会、25日朝食
弁当注文：24日（土）の昼食は、希望者に限り弁当を用意します。　※1個500円（諸税込）
　　　　　弁当を希望する場合は、別紙2「宿泊等申込書」により、ニュー・グリーンピア津南へお申し込みください。

料金支払：宿泊料金・弁当代は、ホテルチェックイン時に各チームでまとめてお支払いください。
７　交通アクセスについて
　　①東京方面⇔ホテル直行バス
　　　　時間：東京方面⇒ホテル…蒲田7:30発⇒新宿8:30発⇒練馬9:00発⇒ホテル12:30着
※蒲田：JR蒲田駅東口大通り沿い三井住友銀行前発
新宿：都庁ふれあい通り発
練馬：練馬郵便局前発

ホテル⇒東京方面…ホテル14:00発⇒練馬17:45着⇒新宿18:15着⇒蒲田19:15着
※練馬：練馬区役所前着

新宿：JR新宿駅西口付近着

蒲田：JR蒲田駅東口付近着

　　　　料金：往復5,000円／1人（諸税込）
　　　　申込：別紙2「宿泊等申込書」により、ニュー・グリーンピア津南へお申し込みください。
②越後湯沢駅⇔ホテル直行バス
　　　　時間：越後湯沢駅⇒ホテル・・・10:00発／12:00発／14:40発
　　　　　　　ホテル⇒越後湯沢駅・・・10:30発／13:00発／15:00発
　　　　　　　　　※越後湯沢駅発着：東口正面ロータリー

　　　　　　　　　※東京⇔越後湯沢駅の上越新幹線は各自で手配してください。

料金：無料

　　　　申込：別紙2「宿泊等申込書」により、ニュー・グリーンピア津南へお申し込みください。
③お車でお越しの場合
　　　 【東京方面から】関越自動車道利用で、塩沢石打I.C下車、国道353・117号経由で40分
　　　 【新潟方面から】関越自動車道利用で、越後川口I.C下車、国道117号経由で1時間
　　　 【長野方面から】上信越自動車道利用で、豊田飯山I.C下車、国道117号経由で1時間30分
８　お問い合わせ・お申し込み
　　◎コンペのテーマに関するお問い合わせ先・お申し込み先
【公共政策フォーラム2016 in津南 事務局】

津南町総務課企画財政班　担当：小林義明
〒949-8292　新潟県中魚沼郡津南町大字下船渡戊585番地
TEL：025-765-3112　　FAX：025-765-4625
E-mail：kobayashi.yoshiaki@town.tsunan.niigata.jp
　　◎宿泊・交通アクセスに関するお問い合わせ先・お申し込み先

　　　　【ニュー・グリーンピア津南】（http://www.new-greenpia.com/）
　　　　　　営業部営業課　担当：高橋真人

　　　　　　〒949-8313　新潟県中魚沼郡津南町大字秋成12300番地

　　　　　　TEL：025-765-4611　　FAX：025-765-4620
E-mail：takahashi@green-pia.com
【研究テーマ例】


○ジオパークを活用した新たな政策


○人口増加（交流人口拡大）に向けた政策 ～「行きたいまち」「住みたいまち」～


○中山間地域の少子高齢化社会への対策


○雪の魅力を活かした中山間地域活性化対策（農業・観光振興、雇用の創出等）
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